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部
活
動
陸
上
交
流
に
参
加
し
て

ふ
れ
あ
い
花
壇
（
明
峰
中
＆
小
瀬
高
校
／
御
前
山
中
＆
小
瀬
高
校
）

夏にきれいに咲

けばいいなと思い

ました。

大事に育てても

らいたいです。

小瀬高２年

冨田沙耶香

安嶌舞

小瀬高校から届いたサルビア

の苗を大切に育てたいと思いま

す。

花がきれいに咲くのが楽しみ

です。

御前山中２年 皆川陸斗



高 校 野 球高 校 野 球
１回戦（７月８日(金)対下館第一高校）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

下館一 ２ １ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ５

小 瀬 ０ ０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ３

「３年間の集大成」
自分たちが３年間元気

に良い環境で野球ができ
たのは親，地域，先生方，
応援団，チアをはじめ，
応援してくださった方の
おかげです。感謝の気持
ちを力に変えて，今まで
の力を出しきったのです
が，勝利を届ける事がで
きませんでした。悔しさ
も残りましたが，仲間と
の絆を深め合い，心も体
も成長できました。辛い
こともみんなで乗り越え
汗を流した日々は一生の
宝物となりました。
野球部副主将 平塚 真久

今年度は惜しくも初戦敗退でした
が，選手たちは懸命にプレーし，生
徒たちは精一杯応援することができ
ました。

ク ー ル ミ ” ハ イ ”
「暑さと小瀬高野球」

最近じめじめとして暑いですねー。暑さと言えば先日７月８日に全国高校野球選手権茨城大会で
小瀬高が下館一高と対戦しました。結果はご覧の通りですが，ひとりひとりが健闘し素晴らしい試合
にしてくれました。これからも小瀬高らしさで各部活動を盛り上げ，結果につなげていきます。
小瀬高頑張れ！！

「野球応援を終えて」
野球部の皆さん，お疲れ様でし

た。一生懸命プレイしている姿に
感動しました。応援練習をしてい
たとき「この声で野球部に届くの
だろうか」と正直思っていました。
しかし，本番を迎えると応援団は
もちろん生徒も大きな声を出して
くれました。小瀬高校がひとつに
なれた気がして嬉しかったです。

チアリーダー 今野 歩

「野球応援の補助として」
バレー部は野球応援の裏方とし

て一生懸命頑張りました。プラカ
ード出しや応援団，チアの人たち
にタオルや飲み物を配ったりと補
助役でしたが，裏方がいないと応
援も成り立たないと思うので，そ
の一員という気持ちでやりきるこ
とができました。高校最後の野球
応援はとても楽しかったです。

バレー部部長 栗田 霞

「野球応援を終えて」
私は野球応援をして，必死にプ

レーしている野球部と一緒に戦え
て良かったと思います。少しでも
力になれたと思うと嬉しいです。
野球応援を通して，がんばってい
る姿にとても感動し，私たちは次
のコンクールに向けて改めてがん
ばっていこうと思いました。

吹奏楽部部長 葛西 侑美

「野球応援を終えて」
応援団，チアリーダー，吹奏楽部のみなさん，野球応援お疲れ様でした。

バレー部のみなさんが冷たい飲み物を用意してくれたおかげもあり，今年
も元気な応援を野球部のみなさんへ届けることができました。いま，在校
生や先生方のご協力もあって，少ない人数とは思えないほどの迫力ある応
援ができたと思います。多くの先生方から声をかけていただき，がんばっ
てきてよかったと改めて思いました。来年の応援団もぜひがんばって欲し
いと思います。

応援団団長 岸 浩樹


